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ふるさと納税の最新事情 

すっかりお馴染みになった「ふるさと納税」制度ですが、運営サイトのポイント付与がこの 9 月で

終了するため、今から急いで申込手続きを行う予定の方もいらっしゃるでしょう。実質的な節税制度

に対する賛否はさておき、「ふるさと納税」の最新事情などを今回の CBCA NEWS でまとめました。

（データの出所：総務省「令和 7 年度ふるさと納税に関する現況調査について」） 

 

 ふるさと納税の受入額と受入件数について 

まず、ふるさと納税の受入額及び受入件数を

見てみましょう。昨年（令和 6 年）のふるさと

納税の受入額は 1 兆 2,727 億円となりました。

前年比 13.9％の増加と、依然として高い伸びを

続けています。ところが件数は 5,878 万件とな

り、前年の 5,894 万件を 0.3％下回りました。

受入件数が前年を下回るのは、制度開始後初め

てのことです。 

件数が伸び悩んだ理由のひとつとして、ここ

もとのインフレの影響が考えられます。 

ふるさと納税において自治体は、返礼品の調

達費用は寄附額の 3 割まで、さらに送料や事務

費用を含めた総コストは寄附額の 5割までに留

めることが義務付けられています。そこに足下

の物価上昇です。返礼品の価格や事務費用も上

昇しています。返礼品で人気の食品類は特に激

しく値上がりしています。そのため各自治体は、

返礼品に必要な寄附額の引き上げを行ってい

ます。いわば、ふるさと納税の「値上げ」です。

寄附の総額を増やすことが難しい利用者は、寄

附先を厳選し、申込件数を減らす必要が生じて

います。こうしたインフレへの対応が、全体の

件数を押し下げた可能性があります。 

件数が伸び悩んだもうひとつの理由は、返礼

品の「定期便」が人気を集めていることです。 

「定期便」とは、1 件の寄附により、期間を

おいて複数回返礼品が送られてくるコースで

す。お米の定期便の一例として、10kg を隔月で

4 回受け取るといったものがあります。2 カ月

毎に 10kg を計 4 件申し込むより手間が省け、

便利です。お米の他、果物や肉類の定期便が人

気です。こうした定期便の普及が、全体の件数

を押し下げた可能性があります。  
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出所「さとふる,ふるさと納税サイト(定期便人気ランキング)」 
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 受入額の多い自治体 

つぎに、ふるさと納税の受入額の多い自治体

はどこかを見てみましょう。受入額 1 位は兵庫

県宝塚市です。ただし、宝塚市の受入額 257 億

円には、市立病院に対する市民 2 人からの約

254 億円の寄附が含まれており、通常の返礼品

見合いのふるさと納税とは異なっています。 

受入額上位 2 位の北海道白糠町は、返礼品で

いくらやサーモンが人気です。同 5 位の北海道

別海町は、帆立が人気です。同 8 位の宮崎県宮

崎市は、肉類やウナギが人気です。同 10 位の宮

城県気仙沼市は、鮭やカニなどが人気です。こ

れらの自治体は人気が人気を呼ぶ展開が続き、

前年比の受入額増加上位にも登場します。 

受入額増加上位の 8 位には、静岡県富士市がランクインしました。地元の製紙工場で製造されるト

イレットペーパーが人気です。注目は、同 9 位の東京都品川区です。モノの返礼品だけでなくコト（体

験型）の返礼品に注力し、人気を博しました。例えば、返礼品の「フライトシミュレーター操縦体験」

は、パイロットの訓練に使われるフライトシミュレーターを使って「離着陸」の操縦体験を行うことが

できます。ふるさと納税の新たな成功例として注目を集めています。 

 都道府県別、ふるさと納税の収支 

今度は、都道府県別のふるさと納税の収支を

見てみましょう。左上の表は、令和 6 年の受入

額から翌年（令和 7 年）の控除額を差し引いた

ものを都道府県単位で合計したものです。受入

超は歳入増、控除超は歳入減を意味します。 

受入超 1 位は北海道です。豊富な特産品を返

礼品に他を圧倒しています。九州の各県は肉類

などが人気です。果物の山梨県、米の新潟県、

その両方の山形県なども上位にランクします。 

控除超 1 位は東京都です。2 位以下は、神奈

川県、埼玉県、大阪府、愛知県、千葉県と続き

ます。 

 

さて、ふるさと納税の財政上の効果として、都市部から地方への税の再分配機能が挙げられます。現

状は確かにその機能が働いていると言えるのですが、東京都品川区のような取り組みが他の都市部に

拡がると、はたしてどうなるでしょうか。今後注視していきたいと思います。 

市区町村別 受入額上位と前年比受入額増加上位 

受入額上位 金額(億円) 

兵庫県宝塚市 257 

北海道白糠町 212 

大阪府泉佐野市 182 

宮崎県都城市 177 

北海道別海町 174 

北海道根室市 147 

愛知県名古屋市 138 

宮崎県宮崎市 132 

北海道紋別市 131 

宮城県気仙沼市 122 

受入額増加上位 増額(億円) 

兵庫県宝塚市 254 

宮崎県宮崎市 51 

北海道白糠町 44 

熊本県甲佐町 40 

北海道別海町 34 

山梨県甲府市 33 

宮城県気仙沼市 27 

静岡県富士市 26 

東京都品川区 24 

山梨県山梨市 22 
 

都道府県別 受入と控除の差額（R6 受入-R7 控除） 

受入超上位 金額(億円) 

北海道 1,568 

宮崎県 551 

山梨県 421 

山形県 420 

鹿児島県 382 

新潟県 372 

静岡県 345 

佐賀県 335 

熊本県 333 

福岡県 273 

控除超上位 金額(億円) 

東京都 △ 2,015 

神奈川県 △ 682 

埼玉県 △ 382 

大阪府 △ 293 

愛知県 △ 280 

千葉県 △ 261 

広島県 △ 77 

奈良県 △ 41 

 

 


